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八幡城陽線上津屋橋（流れ橋）の通行止解除について
こう づ や

平成３０年６月６日
京都府道路建設課
０７５－４１４－５２５２
京都府山城北土木事務所
０７７４－６２－１７３１

木津川に架かる八幡城陽線上津屋橋（流れ橋）は、平成２９年１０月２１～２２日の台風２
１号接近による豪雨により流出し、全面通行止としておりましたが、このたび、復旧工事が進
み、通行止を解除する予定ですのでお知らせします。

１ 工事概要
工 事 名：道路一般単独災害復旧（道管）工事、橋りょう維持修繕工事

工事場所：八幡市上津屋～久御山町佐山地内

工事延長：３５６．５ｍ

実施概要：上部工 再設置３９基

その他、修繕として部材の交換等を実施

２ 通行止解除 平成３０年６月８日（金）午後１時より通行可能
※バイク、自転車は必ず、押して通行願います。

＜参考＞

・橋の概要 架 設 当初:昭和28年3月
平成28年3月に構造形式を見直し再架設

橋 長 356.5ｍ（13連構造、1連あたり約27ｍ。1連に3基が連結）
幅 員 3.3ｍ（有効幅員 3.0ｍ）
構 造 木造橋 39径間

出水時に一定水位に達すると、全長を１３連に分割して橋脚にワ
イヤーロープで連結された上部工が流れる仕組み

利用者 歩行者（バイク、自転車は降りて押せば通行可）



［左岸八幡市側から久御山町側を望む］

＜被災状況＞ ＜復旧状況＞

［位 置 図］

上津屋橋（流れ橋）


